
ＡＰＥＣ女性リーダーズネットワーク (WLN) 会合について 

 

１． APEC 女性リーダーズネットワーク 

APEC 女性リーダーズネットワーク（Women Leaders Network。以下「ＷＬＮ」という。）は、

アジア太平洋経済協力（APEC）（注１）のメンバーである 21 カ国・地域（注２）の産業界、政

府、学界、市民団体等の女性から構成されるネットワークである（但し、現在のところ、事務

局や名簿は存在しない）。 
 

（注１）APEC（Asia-Pacific Economic Cooperation：アジア太平洋経済協力）とは、1989 年に発足したアジ

ア太平洋地域の持続的発展に向けた経済分野での地域協力の枠組み。 
 
（注２）APEC のメンバーは、オーストラリア、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、中国香港、インドネシア、日本、

韓国、マレーシア、メキシコ、ニュージーランド、パプアニューギニア、ペルー、フィリピン、ロシア、シン

ガポール、チャイニーズ・タイペイ、タイ、米国及びベトナムの 21 カ国・地域。 
 

２． WLN 会合 

ＷＬＮは、1996 年以降年１回、会合を開催し（別紙参照）、中小企業、起業、農村、貿易、

IT 等の分野の女性に関する優良事例の紹介や意見交換を行っている。 
APEC の政策等における男女共同参画への配慮を進めることを目的として、会合の成果

は、APEC 貿易担当大臣会合や中小企業担当大臣会合等へ報告されている。 
例年、参加者数は 300～500 人程度だが、これまで日本からの参加者は少ない。 

 

３． 2010 年（平成２２年）における我が国でのＷＬＮ会合の開催 

ＷＬＮ会合は、年１回、APEC 議長国・地域で開催されることとされており、2009 年８月に

はシンガポール、2010 年には日本で開催される予定である。 
 



別紙 

これまでに開催された WLN 会合 

 

回 年月 場所 テーマ 

第１回 1996 年 
10 月 

マニラ 
（フィリピン） 

持続的成長と公平な発展のための男女共同参画、

貿易と投資の自由化そして経済・技術協力 
第２回 1997 年 

９月 
オタワ－ハル 
（カナダ） 

APEC 地域における女性の経済的インパクト 

第３回 1998 年 
９月 

クアラルンプール 
（マレイシア） 

ダイナミックパートナーシップと協力： 持続的経済発

展のための能力向上に向けて 
第４回 1999 年 

６月 
ウェリントン 
（ニュージーランド） 

経済繁栄に対する女性の貢献 

第５回 2000 年 
６月 

バンダルスリブガワン 
（ブルネイ） 

グローバル・トレーダーとしての中小企業 

第６回 2001 年 
８月 

北京 
（中国） 

経済グローバル化の過程におけるＡＰＥＣ地域の女

性の挑戦と可能性 
第７回 2002 年 

８月 
アカプルコ 
（メキシコ） 

男女共同参画の視点に立った持続可能な経済発展 

第８回 2003 年 
８月 

チェンマイ 
（タイ） 

男女共同参画と開発のためのパートナーシップ 

第９回 2004 年 
９月 

ラセレナ 
（チリ） 

女性起業家：ダイバーシティの相乗効果 

第 10 回 2005 年 
８月 

テグ 
（韓国） 

女性起業家のための新ビジョン：革新を通じた女性

企業の躍進 
第 11 回 2006 年 

９月 
ハノイ 
（ベトナム） 

躍動的なコミュニティに向けて－持続的発展に向け

た女性企業の競争力の強化 
第 12 回 2007 年 

６月 
ポートダグラス 
（オーストラリア） 

我々の地域の強化と持続可能な将来の建設に向け

て 
第 13 回 2008 年 

５月 
アレキパ 
（ペルー） 

成功する女性、成功するエコノミー 

 

 


